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１．�“ESG開示” とは何か？

　昨今、官民様々な組織による非財務開示、また

サステナビリティ・レポートの議論があり、ESG

開示への注目度が高まっている。しかしESGとい

う言葉には明確な定義はなく、したがって “良い

ESG開示” というものも、立場やESGとの関わり

方によって様々だ。

　10年ほど前、ESGという言葉が使われ始めた

頃は、海外の顧客の要望で一部の資産運用会社が

ESGデータを求め始め、まずはパフォーマンスと

相関するデータを探す動きが起きた。しかしその

後、Gであればガバナンス・コードが求める要件、

Eであれば排出量など、“企業が取り組むべき点”

に関する情報が注目された。2020年に改訂され

たスチュワードシップ・コードは、投資家に議決

権行使や企業とのエンゲージメントにおいてESG

要素の考慮を含めることを明示して求めた。

2021年６月30日現在、スチュワードシップ・コ

ードに署名をしているのは308団体（うち投信投

資顧問会社等199）に及ぶ。これだけの資産運用

会社が、ESG情報で対話を試みている一方、企業
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　ESG、サステナビリティに関する開示の状況、そのメカニズム、制度などに触れた上で、良いESG開示とは何
かについて、いくつかの事例を基に考察した。特に今、何らかの制度によって整備された基準、指標がなく、開
示も標準化されていない中で、経営者によるESG的経営への取り組みそのものを理解したり、またそれを投資家
の投資判断に組み込むことの難しさを踏まえ、良いESG開示とはどのように考えるべきかについて問題提起した。
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